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甘い香りで

セラピー効果
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(特集）戸籍業務のコンピュータ化を準備中

高萩駅前通り商店会が「道路の里親」に

(旧)日本加工製紙高萩工場からの機材搬出始まる

(ラベンダーまつり

グリーンタウンてつな住宅団地）
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今

I
つ
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をより適正・迅速に処理し、

を図るため、 コンピュータ

市では、戸籍事

民サービスの向上を図るため、
qDh l いⅧ唖 ¥ 品 f L 面 叩
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、 12月上旬に－部運用開始するためのす
事
現●

業を行っています。上の整理

①
現
在
の
縦
書
き
記
載
が
、
す
べ
て
横
書
き

と
な
り
項
目
別
に
記
載
さ
れ
ま
す
の
で
、

読
み
や
す
く
分
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
．

●
証
明
書
の
大
き
さ
が
Ｂ
４
判
横
長
か
ら

Ａ
４
判
縦
長
へ

●
名
や
出
生
地
の
表
示
が
文
章
形
式
か
ら

箇
条
書
き
へ

●
漢
数
字
か
ら
算
用
数
字
へ

②
現
在
、
原
本
を
コ
ピ
ー
し
て
発
行
し
て
い

る
証
明
書
に
変
わ
り
、
住
民
票
と
同
様
に

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
か
ら
出
力
さ
れ
ま
す
の
で
、

発
行
時
間
が
短
縮
さ
れ
ま
す
．

●
戸
籍
は
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
で
和
紙
に
記
載

し
フ
ァ
イ
ル
で
保
管
し
て
い
ま
す
．
こ
れ
一

を
手
作
業
で
コ
ピ
ー
し
て
発
行
し
て
い
ま
一

す
。
こ
れ
ら
の
作
業
が
、
電
算
化
に
よ
っ
－

て
早
く
正
確
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
．

③
電
子
公
印
・
偽
造
防
止
紙
を
使
用

●
交
付
す
る
戸
籍
に
使
用
す
る
市
長
の
証
明

に
は
、
黒
色
の
電
子
公
印
を
使
用
し
ま
す
．

不
正
に
使
用
さ
れ
な
い
よ
う
に
偽
造
防
止

紙
を
使
い
、
コ
ピ
ー
す
る
と
「
複
写
」
の

文
字
が
浮
き
出
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
．

※
高
萩
市
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
て
も
、
本

籍
地
が
高
萩
で
は
な
い
人
は
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
さ
れ
る
と
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竺
閉
和
一
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論
六
年

聴
隅
県
一
侭

制
椿
一
女
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剛
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弐
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年
Ⅲ
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確 帯
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篝篝篝戸
籍
（
一
言
き
）

「
戸
（
家
）
ご
と
に
戸
主
や
家
族
の
続
柄

氏
名
・
年
齢
・
性
別
な
ど
を
記
載
し
た
公
文

書
」
で
す
．
現
在
の
戸
籍
法
で
は
戸
籍
は
夫

婦
単
位
で
編
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
個
人

の
出
生
か
ら
死
亡
に
至
る
ま
で
の
身
分
上
の

重
要
な
事
項
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
．

戸
籍
の
筆
頭
者
（
こ
せ
き
の
ひ
つ
と
う
し
や
）

戸
籍
の
初
め
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人
。
昔

こ
し
ゆ

は
「
戸
主
」
と
呼
ば
れ
権
限
が
与
え
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
現
行
法
で
は
権
利
と
無
関
係

に
な
り
ま
し
た
．
戸
籍
を
検
索
し
た
り
、
索

引
す
る
場
合
の
見
出
し
（
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
）

の
役
割
を
果
た
し
ま
す
．

全
部
事
項
証
明
薑
（
ぜ
ん
ぶ
じ
こ
つ
し
ょ
一
つ
め

い
し
よ
）

現
在
の
戸
籍
謄
本
（
世
帯
全
員
の
戸
籍
）

が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
後
は
全
部
事
項
証
明

書
に
な
り
ま
す
．
ま
た
、
戸
籍
抄
本
（
世
帯

の
一
人
の
戸
籍
）
は
、
個
人
事
項
証
明
害
と

な
り
ま
す
。

除
籍
（
じ
よ
せ
き
）

戸
籍
の
中
に
い
る
人
が
、
死
亡
、
結
婚
等

に
よ
り
そ
の
戸
籍
か
ら
除
か
れ
た
場
合
を
い

い
ま
す
。
ひ
と
つ
の
戸
籍
全
員
が
消
除
し
た

と
き
に
、
戸
籍
簿
か
ら
は
ず
し
て
別
と
じ
に

し
た
も
の
を
除
籍
謄
本
と
い
い
ま
す
。
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④
こ
れ
ま
で
の
戸
籍
は
、
和
紙
に
手
書
き
ま

た
は
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
に
よ
っ
て
記
載
さ

れ
て
い
る
た
め
、
書
き
癖
や
崩
し
字
な
ど

に
よ
り
辞
書
に
載
っ
て
い
な
い
文
字
を
使

用
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

、’ 戸籍制度の歴襲と変遷
氏
』

●

わが国では、 中国にならって6世紀ごろから朝廷

轄領の一部で戸籍がつくられ、大化の改新後の律令大化の改新後の律令

直

国

家では6年ごとに全国的につくることとしましたが､ 10

世紀にはほぼ廃絶しました。 国レベルで戸籍制度の整

記備が始まるのは明治時代からになります。

中央集権政治の実現を目指す明治新政府にとって、

袋国内の総人口を把握する ことは重要かつ急務なことで

した。そのため、 全国で統一された様式を定める事が

必要になります。

明治5年式戸籍【1;871年(明治4年)4月4日

大政官布告､明治5年2月1日施行】

日本で最初にできた全国統一様式の戸籍です‘この

戸籍の実施の年が壬申の年だったので､一般に「壬申

戸籍｣ゞ (じんしんこせき） といわれています。戸籍の単

位は‘ ‘｢戸」で、本籍は住所地とされ、身分登録ととも

に住所登録という性格もありました。現在の住民票の

役割も果たしていたようです。

こ
の
よ
う
な
文
字
の
場
今
Ｒ
今
回
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
化
に
際
し
、
常
用
漢
字
・
人
名
用

漢
字
・
そ
の
他
法
令
で
定
め
る
文
字
に
置
き

換
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ー

明治19年式戸籍【1885年施行】

戸籍様式・戸籍制度の改革により改製されたもので、

本籍の表示をする住所に、屋敷番制度ではなく地番制

度が採用されました。そして、初めて「除籍制度」が

設けられたのがこの戸籍です｡

明治31年式戸籍【1897年施行】

●
氏
名
の
文
字
置
き
換
え
に
該
当
さ
れ
る
人

に
は
、
一
○
月
以
降
文
書
に
よ
っ
て
連
絡

い
た
し
ま
す
。

●
氏
名
の
文
字
置
き
換
え
に
該
当
さ
れ
て
も
、

印
鑑
登
録
等
を
変
更
す
る
手
続
き
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

（
戸
籍
の
表
記
上
の
取
り
扱
い
で
あ
っ
て
、

こ
れ
に
よ
っ
て
氏
ま
た
は
名
の
変
更
が
さ
れ

る
も
の
で
は
な
い
た
め
で
す
）

､同じ年に制定された民法（旧民法）で、 「家制度」が

制定されたことに伴う改製です｡人の身分関係につい

て詳細な規定が設けられることになったため、それら

の事項を登録できるようにするため内容が変りました。

｢家」が戸籍編成の単位です。

この戸籍の大きな特徴は、戸籍簿のほかに「身分登

記簿」制度を設けたことです。身分関係の届出や報告

はすべてこの「身分登記簿」に記載されるようになり
ー

し
っ
簿

土
圭
湾
に
罰
印

たが、 戸籍簿に書き写すという手間のかかる制度

たため、 次の大正4 年式戸籍法によって「身分登 お問合わせは

市民課

(各23-2116)まで

｜は姿を消します。

大正4年式戸籍【1915年施行】

「身分登記簿」を廃止したことによって、記載内容

が詳細になります。明治31年式戸籍は改製することな

くその効力が認められた一方で、この大正4年式戸籍に

改製すべきと決められた「明治19年式戸籍」は、その

改製作業が行われないままになったものもたくさん存

在しています。

「
戸
籍
の
附
票
」
（
↓
壱
き
の
ふ
ひ
ょ
一
つ
）

市
町
村
の
区
域
内
に
本
籍
を
有
す
る
人
に

つ
い
て
、
戸
籍
単
位
で
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

戸
籍
の
附
票
に
は
、
在
籍
者
の
氏
名
・
住
所

及
び
住
所
を
定
め
た
年
月
日
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
戸
籍
と
結
び
つ
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
本
籍
を
有
す
る
人
の
住
所
を
把
握
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
改
製
原
戸
籍
」
（
か
い
せ
ぃ
げ
ん
こ
せ
き
）

昭
和
二
三
年
式
戸
籍
に
改
製
さ
れ
る
前
の

戸
籍
の
こ
と
で
、
明
治
一
九
年
式
戸
籍
・
明

治
三
一
年
式
戸
籍
・
大
正
四
年
式
戸
籍
が

「
改
製
原
戸
籍
」
と
い
え
ま
す
．

昭和23年式戸籍【1948年施行】

これが現在の戸籍です。昭和22年､民法の親族・相

続編の改正によって「家制度」が廃止され、男女の平

等・個人の尊厳が基調となったことに伴って、戸籍法

の全文が改正されました｡戸籍の編成が夫婦単位とな

り､戸籍様式の変更が行なわれたものです｡

3

置換え例

従前の文字

鴫

廣

原

肉

齊

幸

鰯躍り
鴫

廣

原

関

齊

幸
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街
路
灯
の
設
置
や
電
線
の
地
中

化
な
ど
、
安
全
で
快
適
な
通
り
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
高
萩
駅

前
通
り
商
店
会
が
、
Ｊ
Ｒ
高
萩
駅

前
か
ら
常
陽
銀
行
高
萩
支
店
前
ま

で
の
「
駅
前
れ
ん
が
通
り
」
の
里

親
に
認
定
さ
れ
、
道
路
里
親
制
度

協
定
書
の
調
印
式
と
認
定
証
交
付

式
が
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

、

、

１

１

‐

ノ

／

（
道
路
里
親
制
度
と
は
’
一
）

／

、

県
が
管
理
す
る
道
路
を
子
ど
も

に
見
立
て
て
「
里
子
」
に
、
沿
道

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
を
親

代
わ
り
の
「
里
親
」
に
例
え
て
、

道
路
の
清
掃
や
除
草
・
花
壇
の
手

入
れ
な
ど
の
美
化
活
動
を
、
自
主

的
に
行
う
こ
と
で
す
．
こ
れ
に
対

し
行
政
側
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

保
険
へ
の
加
入
や
清
掃
道
具
の
提

協定書に署名する高萩駅前通り商店会の

沼田会長(写真中央)と高萩土木事務所の

鈴木所長(同右)、岩倉市長

供
を
す
る
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

一
九
八
五
年
〈
昭
和
六
○
年
｝
に
、

ハ
イ
ウ
ェ
イ
で
の
散
乱
ご
み
問
題

が
深
刻
化
す
る
ア
メ
リ
カ
で
導
入

さ
れ
た
清
掃
美
化
活
動
が
始
ま
り

で
、
「
ア
ダ
プ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
ア
ダ
プ
ト

毒
号
頁
）
と
は
、
直
訳
す
る
と

「
養
子
縁
組
を
す
る
」
と
い
う
意

味
で
、
日
本
で
は
平
成
一
○
年
に

こ
の
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
．

茨
城
県
で
は
平
成
一
二
年
か
ら
一

四
年
ま
で
の
試
行
期
間
を
経
て
、

平
成
一
五
年
か
ら
本
格
的
に
施
行

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
．

七
月
六
日
〈
火
一
に
行
わ
れ
た
調

印
式
及
び
認
定
証
交
付
式
で
は
、

高
萩
駅
前
通
り
商
店
会
の
沼
田
裕

一
会
長
と
高
萩
土
木
事
務
所
の
鈴

木
敏
之
所
長
、
岩
倉
市
長
が
協
定

書
に
署
名
し
、
鈴
木
所
長
か
ら
沼

田
会
長
に
認
定
証
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。
認
定
区
間
は
、
県
道
高
萩

停
車
場
線
〈
駅
前
れ
ん
が
通
り
｝
の

約
二
五
○
メ
ー
ト
ル
で
、
茨
城
県

内
で
二
四
団
体
目
、
高
萩
土
木
事

務
所
管
内
で
は
、
日
立
市
の
「
久

、

↑

ノ

（
ア
メ
リ
カ
の
制
度
が
手
本
に
）

／

、

／~、

ノ

認
定
区
間
は
一
一
五
○
メ
ー
ト
ル
）、

上戸

慈
学
区
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
を

つ
く
る
会
」
に
次
い
で
二
番
目
の

認
定
と
な
り
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
の
第
一
歩
は
、
自

分
た
ち
の
ま
ち
を
自
分
た
ち
の
手

で
き
れ
い
に
す
る
こ
と
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
活
動

は
地
域
へ
の
愛
着
を
よ
り
い
っ
そ

う
深
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て

行
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

／~、

◎
道
路
里
親
制
度
の
問
合
せ
一

茨
城
県
高
萩
土
木
事
務
所
一

宮
一
四
’
’
’
’
七
五
一

道
路
里
親
制
度
へ
の
期
待

、

とⅡLILI¥l-
;拙■閏でI~|乳
旦iP ;首路璽塞圓認諏間 。鶴｡(rに建具愚 冨蔦5LJ

、ーノノ
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平成14年5月29日、 日本加工製紙(株)の突然の自己破産は、衝撃となっ

て駆けめぐり、市民生活や市の経済に大きな影響をあたえました。

それから1年8ヵ月が経過した今年1月、インドネシアの財閥シナルマ

スグループ傘下の日本法人オール・ペーパー．アンド・プリンティング。

プロダクツ(AP&PP)が、敷地（約36ヘクタール）を含む高萩工場設

備を買収。 7月からは、年内終了を目安に、製紙機器を海外へ移設する作

(旧）日本加工
製紙株式会社
旧）日本加

業が始められています。

潔？

譲
醗
識
騨
蝋
津
誌
騒
鰯

脅

聯
驚
蛎
醗
胤

１
１
１
丑
１
列
洲
耕
測
蜘
孔
Ｉ
利
瑚
’
４
剖
画
歸
恥
一
脚
画

ざ

ｉ

ｆ

も

、

イ

息塞園
「

ト
ト

ド
ナ牟

卜
l

PF

W
W

霞
蕊
蔓
壽

鴬

勺
碓
郷
聡

７
月
８
日
撮
影

鰄霧 鱸鱸
＃

唾

蕊
ー

軸 織#繍懸鐘

(旧）日本加工製紙株式会社の沿革

日本加工製紙（本社・東京）は大正6年に創立し、東京都の王子で美術や

カタログなど高級印刷用紙に使われるアート紙を製造していました。

当時、紙を作る原料となるパルプを他社から購入していたことから、将来

にわたる経営上のコスト削減のため、原木からパルプを生産して、最終製品

までを自社で行える「一環メーカー」を目指します。昭和29年(1954)その

日本加工製紙が出資し、高萩パルプ株式会社が設立されました。

この工場の特徴は、紙の原料を広葉樹へ転換した新工場だったことです。

パルプ材として使われてこなかった広葉樹は、針葉樹に比べ値段が安く量的

にも確保できることから、製紙業界で取り組みの始まった原料の樹種転換に

対応した工場を建設したものです。昭和35年に、繊維を紙にすき上げる
しようしき

抄紙機を導入してパルプだけでなく紙の製造も開始し、昭和40年には親会社

の日本加工製紙と高萩パルプが合併しました。

実際の操業開始は昭和31年ですので、市内での操業期間は46年間になりま

す。 この間、多くの従業員のみなさんがスポーツや文化面でその普及と指導

に当たり、大きな功續を残し、市に多大な貢献をされました。

ー

ぶ浄曹

糊
潤
州
繩
燗
蝿
膳
溶
笹
唖
噸
糊
鯛
蝋
臘
踊
憩
薄
鳴
州
恥
剛
酬
鰯
酬
醗
鴎
製
聰
剛
蠅
柵
墹
棚
齪

再利用される高性能の機械群

左の写真は、古紙を溶かす機械で平成8年に導入さ

れたものです。一つひとつの部品に記号や番号が刻ま

れ、搬出先で丸ごと再構築されます。

この機械を含め、今回分解・搬出されることが事実

上のオーバーホール（分解点検）となり、再利用され

て今後数十年間の稼動が可能とされます。

AP&PP社によると、機械搬出後に残る建屋や敷

地の利用については現在のところ未定となっています。

醗
一
獣
醗
剛
離
恥
鋤
職
噸
監
咋
附
脚
岬
岬
職
岬
職
幅
蝉
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赤
膜
海
岸
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
雨
ラ
マ

「
義
経
」
の
三
の
谷
合
戦
シ
ー
ン
』
ロ
ケ
地
に

来
年
一
月
か
ら
始
ま
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
義
経
」
の
撮
影
が
、
市
内
赤
浜

地
区
で
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
撮
影
期
間
中
は
、
海
岸
へ
の
車
両
の
進
入
を
ご
遠

盧
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
立
ち
入
り
が
制
限
さ
れ
ま
す
。
撮
影
が
円
滑
に
進
む
よ

う
に
、
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

篝

撮影予定地の赤浜海岸

●撮影期間

●撮影場所

●放送日時

平成16年9月4日(土)～9月8日(水)、予備日9日（木）

松久保工業団地に隣接する｢はまなす海浜休壹地｣の斜面及び海岸

平成17年1月9日（日）総合テレビ午後8時～9時

第1回放送の「オープニングシーン」

滝沢秀明（義経)、松平健（武蔵坊弁慶)、渡哲也(平清盛）

松坂慶子（時子)、稲森いずみ（常盤御前）ほか

●出演予定者

L〆

■市民体育館の使用について（利用できない期間）

今回の撮影に際し、市民体育館を撮影準備等の場所として使用するた

め、下記の期間全館使用できませんのでご協力をお願いいたします。

◇利用できない期間 平成16年9月3日(金)～9月10日（金）

●問合せスポーツ振興課召23－7036
企画政策課

理3-2118

た
も
の
で
、
畳
床
に
は
木
の
繊
維
を
材
料
と

し
た
木
質
繊
維
板
が
使
わ
れ
て
い
る
た
め
軽

く
、
楽
に
持
ち
運
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
そ
の
畳
表
は
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
製
の
た
め
汚

れ
が
染
み
込
ま
ず
、
そ
し
て
簡
単
に
ふ
き
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
．

柔
道
用
と
し
て
特
に
高
品
質
の
こ
の
畳
は
、

市
民
体
育
館
で
大
切
に
使
わ
れ
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

七
月
一
四
日
（
水
）
、
東
日
本
ダ
イ
ケ
ン
ブ

ロ
ダ
ク
ッ
株
式
会
社
（
市
内
赤
浜
、
澤
木
良

次
取
締
役
社
長
）
か
ら
市
に
、
畳
八
四
枚
が

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

東
日
本
ダ
イ
ケ
ン
プ
ロ
ダ
ク
ッ
㈱
が

角

柔
道
用
畳
を
市
民
体
育
館
へ

こ
の
畳
は
青
少
年
育
成
の
た
め
寄
付
さ
れ

ー

新しい畳を使って夜間に行われているスポー

ツ少年団の練習風景（市民体育館）

灘
こ
の
運
動
は
、
茨
城
県
退
職
公
務
員
連
盟

高
萩
・
十
王
支
部
（
教
職
員
、
県
・
市
職
員
、

県
警
察
職
員
、
林
野
庁
職
員
な
ど
の
退
職
者

で
構
成
、
会
員
数
二
三
一
人
、
棚
谷
壽
夫
会

長
）
が
支
部
事
業
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

も
の
で
、
今
年
は
三
年
目
を
迎
え
七
○
○
本

の
未
使
用
タ
オ
ル
が
集
め
ら
れ
ま
し
た
．

こ
の
タ
オ
ル
は
、
高
萩
市
と
十
王
町
の
社

会
福
祉
協
議
会
に
そ
れ
ぞ
れ
寄
贈
さ
れ
、
愛

正
園
・
松
籟
荘
・
十
王
町
心
身
障
害
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
な
ど
、
市
内
・
町
内
の
一
○
の
福

祉
施
設
に
配
布
さ
れ
ま
す
．
清
潔
な
タ
オ
ル

は
利
用
価
値
が
高
く
、
各
施
設
で
は
い
く
ら

あ
っ
て
も
多
す
ぎ
る
こ
と
は
な
い
と
喜
ば
れ

感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。

茨
城
県
退
公
連
高
萩
・
十
王
支
部
が

「
愛
の
タ
オ
ル
を
贈
る
運
動
」

7月23日（金）市社会福祉協議会の大部義雄

局長へタオルを寄贈する同会会員のみなさん
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膿
『
曾
錯
雪
汽
多
か
恩
綿
窪
冒
年
零
藷
哩
母
稠
壷
呈
感
曽
呈
凄
詐
幕
還
笥
窃
慮
｛
憲
患
令
鳶
電
ご
霞
甥
畢
罷
Ｌ
富
望
譜
辱
戯
誼
Ｐ
皇
電
壺
農
』
隠
峯
篭
藝
蒻
潭
鍜
恩
唾
猿
事
零
皇
電
『
恩
覧
ず
参
篭
小
屋
増
惑
轟
夕
雲
軍
掲
恥
如
婁
毒
蓼
望
躍
阜
驫
叫
聖
蜑
篭
鳶
霊
雨
鼻
皆
一
黛
驚
撞
需
塁
菖
句
誓
罐
息
剥

噌
鮭
脅
毒
急
譽
鶏
噂
職
息
冨
晶
冒
籍
蜂
蝋
鴨
患
曹
毒
愚
諦
脳
報
毫
皇
誓
亀
爾
鞠
象
管
融
曹
蟻
蕊
彰
健
曾
塞
鼻
，
驫
琴
篝
畠
寄
息
智
離
鴬
琶
隆
帯
繧
恥
曹
鰹
誉
勇
躍
稲
塁
哨
蓉
磨
曹
畠
聯
畿
僅
警
畠
蕃
囎
臓
警
畠
号
霧
偽
噸
陰
曾
零
塵
曹
触
柵
鍾
毒
署
鳥
号
緋
農
腎
曇
専
露
翻
卿

噛
騨
建
診
電
嚥
，
篭
鍾
馳
溌
蝿
璽
斡
抄
磯
製
捗
急
翻
蝿
紗
唾
暑
緬
蝿
ご
紗
躍
趨
静
〆
量
感
蝿
紗
急
ぐ
鎚
紗
蝿
遭
溌
嶬
劔
繰
篭
岬
蝿
診
電
鼠
聯
亀
ぞ
、
漆
蝿
郵
、
渉
電
慰
鋤
渉
電
郷
蝿
織
翰
々
騨
鰄
蝋

(仮称)高萩ウォーキングクラブ
発足式を開催します

健康づくりのためにウォー

キングを楽しく行う目的で、

仲間を募集します。みなさ

んの参加をお待ちしていま

す。

●日時8月24日（火）午前9時～11時30分

●場所総合福祉センター

●対象者どなたでも参加できます。

●内容講演会「楽しくウォーキングをする

ために」－講話と安全な歩き方の実技

講師茨城県ウォーキング協会副会長

川上清氏

●申込み健康づくり課恋24-2121

｢花園・花貰県立自然公園」

公園計画見直し県が自然環境調査のため山林内に立ち入ります

十王町・高萩市・里美村・北茨城市に広がる花園・花貫県

立自然公園は、ブナ林をはじめとした原生に近い広葉樹が残

り、県内でも屈指の自然環境を誇っています。 こうした状況

にもかかわらず、保護規制がかけられる「特別地域」の割合

が10. 7パーセントと、県立公園平均の21. 9パーセントのほ

ぼ半分で、県内の自然公園中もっとも低くなっています。

茨城県では、北部山間地域全体を特別地域に入れることを

視野に入れ、環境調査を行います。

◎実施時期と市内の見直し対象地区

・平成16年8月以降から平成17年3月末を調査期間として、山

林内に立ち入ることがあります。

．見直し対象地区（いずれも普通地域から特別地域への変更）

｜ 地域の現況 ’ 特筆事項
〈ギの巨木

地 区

国民年金保険料の集合徴
収と年金相談
●日時 8月26日(木)と27日（金）

午前9時から午後3時

●場所 市役所分室会議室

●内容 年金相談。分割納付や免除申請も

受け付けます。

※印鑑、年金手|帳を持参してください。

●問合せ市民課冠23－2116及び茨

城県社会保険事務局日立事務所

a0294 24-2121

愛林記念の森の樹齢1()()年を超スギの

ブナ林ズ、
｡'

ｰ

崖上とかん

しや神社の

植生

マギク､コハマギクが､かんしや神社にはス

ダジイ､モチノキ等の常緑樹林が見られる

●問合せ茨城県環境政策課窓029 301 2946

愈
鱸
驚
逢

車
上
ね
ら
い
に
注
濤

菫瑠
／
I

ごそ動物愛護月間
ド
し鑑：

シ奉葦
鑪鼠

9月1日から9月30日までは動物愛護月間

です。 この月間は、広く県民の間に「動物愛

護」 「正しい飼い方」について、関心と理解

を深めていただくことを目的としています。

ペットブームによって動物を飼う人が増え

ているなかで、人と動物との関係をもう一度

考えて見ましょう。

○動物の習性をよく理解して、終生責任をもっ

て飼いましょう。

○人と動物とが生活するうえで、調和の取れ

た環境づくりを心がけましょう。

○動物をいたわり、小さな命を大切にしましょ

う。

恥
鼎
剰
司
豊
』
毒
對
時
《
虜
迩
声
慈
奄
坤
騨
蓮
も
雲
噌
Ｌ
溌
叩
営
罰
轌
勇
誰
智
礁
哨
・
舅
崇
拝
皇
矧
粥
彊
詐
急
等
、
藤
田
繁
笥
冒
吟
庫
究
曾
鼠
竜
《
墓
ご
唇
甑
蠅
引
劉
頚
壼
隼

瞬
患
窪
盆
§
盛
＃
鯵
鰯
腎
鳥
夢
鐙
晶
噺
隆
胃
零
畠
噌
縄
噌
壱
畠
冒
庵
噺
騨
晶
ｖ
島
影
囎
胤
霧
島
写
琴
僻
瞥
偽
帝
諺
農
零
像
副
繍
農
警
塾
謬
囎
幾
畷
愚
唇

倒
診
竜
烈
鋤
紗
受
ぎ
蝿
鯨
蝋
剣
、
シ
蝋
鍬
瞬
電
報
繰
鋲
急
ぐ
蝿
紗
蝿
勾
甦
捗
噸
鮒
訣
〆
鑓
噸
蝿
澄
赴
口
趣
溌
蝿
ご

ー

最近、団地や大型スーパー・飲食店の駐車

場で、窓ガラスや鍵を壊して金品を奪う． ｢車

上ねらい」が多発しています。また、盗まれ

たカードで現金を引き出される被害が急増し

ています。

平成15年中に市内で102件発生

○被害に遭わないためには

①盗難被害車両の半数近くはドアロックをして

いないものです。わずか2 ． 3分の駐車でも

必ず施錠しましょう。

②車内に現金やかばん、貴重品を置かないよう

にしましょう。

③路上駐車はやめましょう。

不審者・不審車両を見かけたら

すぐに連絡してください

高萩警察署・高萩地区防犯協会
召24－01 10

畑きいばらき鋤蕊ﾌｪｽﾃｨﾙ2004

●日時平成16年9月18日(土）

午前1O時から午後2時まで

●会場茨城県動物指導センター

笠間市日沢47 (aO296-72-1200)

●内容動物の正しい飼い方展、なんでも相

談．ふれあいコーナーなど

7

君田） ￥手
:、 “ “←牽湯“ホ
;‘陰i皇1. "＃ 1‘.・櫛､､静･謡3$剥冒．咄W‘:咄’

|ま貴重な亜高層湿原で、

シワ、サギソウなどの湿

地性植物が生育し､水量も多い

本県で
~、託､ルー準



行政二．－ス

市
民
憲
章
推
進
協
議
会
が
主
催
し
た
活
動

に
は
、
地
元
住
民
の
ほ
か
各
関
係
団
体
の
み

な
さ
ん
一
○
○
○
人
以
上
が
参
加
し
ま
し
た
。

海
岸
に
流
れ
着
い
た
ご
み
な
ど
を
回
収
し
、

白
く
美
し
い
砂
浜
を
守
る
た
め
の
作
業
を
行

広がる環境美化活動「海岸清掃」 いま
し
た

7月4日 （日）

瀞
岨
刃

専
業
農
家
の
伊
藤
家
で
は
、
家
族
で

肥
育
牛
、
米
・
野
菜
か
ら
花
き
栽
培
ま

で
多
角
的
な
農
業
経
営
を
し
て
い
ま
す
。

家
族
経
営
協
定
の
中
で
長
男
の
新
一
さ

ん
は
野
菜
を
担
当
心
「
今
は
ナ
ス
や
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
の
出
荷
時
期
で
す
が
、

手
を
抜
く
と
育
ち
過
ぎ
て
翌
日
に
は
捨

て
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
作
物
の
成
長

に
せ
か
さ
れ
て
仕
事
を
し
て
い
る
よ
う

な
も
の
で
す
」
と
屈
託
な
く
話
し
ま
す
。

伊
藤
新
一
さ
ん

一
《
鐘
ゞ
…
（
安
良
川
〆

同
市
の
文
化
協
会
に
加
入
し
て
い
る
”
み

ん
よ
う
“
ネ
ヅ
ト
ワ
ー
ク
飯
能
の
メ
ン
バ
ー

一
七
人
が
訪
れ
ま
し
た
．
中
央
公
民
館
で
高

萩
市
の
文
化
団
体
か
ら
高
萩
小
唄
・
松
原
音

頭
の
舞
踊
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
る
と
と
も
に
、

秩
父
音
頭
を
披
露
。
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

友好都市飯能市の市民文化グ

ループが来市 7月5日(月）
L〆

会
社
勤
め
を
経
て
農
業
に
就
い
て
か

ら
三
年
目
に
な
る
と
い
う
の
で
、
感
想

を
聞
い
て
み
ま
し
た
。
「
米
作
り
は
受

託
を
含
め
て
十
町
歩
ほ
ど
を
家
族
全
員

で
や
っ
て
い
ま
す
が
へ
仕
事
と
し
て
は

安
定
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
比
べ
、
野

菜
は
市
場
で
の
値
動
き
が
激
し
く
、
あ
っ

と
い
う
間
に
半
値
や
三
分
の
一
に
値
下

が
り
し
ま
す
。
需
要
の
予
測
も
難
し
い
。

経
験
を
積
ん
で
効
率
よ
く
仕
事
を
し
た

い
で
す
ね
」
と
新
一
さ
ん
。
市
内
の
直

売
所
へ
も
搬
入
し
て
い
ま
す
が
、
作
物

に
は
自
信
が
あ
る
の
で
ど
ん
ど
ん
買
っ

て
ほ
し
い
と
話
し
て
い
ま
す
。
ｆ

高
萩
海
水
浴
場
で
海
開
き
の
安
全
祈
願
祭

が
行
わ
れ
、
観
光
協
会
関
係
者
・
海
の
家
開

設
者
な
ど
が
参
加
し
ま
し
た
．
家
族
連
れ
な

ど
待
ち
わ
び
た
み
な
さ
ん
が
さ
っ
そ
く
初
泳

ぎ
。
遠
浅
で
き
れ
い
な
海
水
浴
場
の
開
設
は

８
月
旧
日
㈲
ま
で
で
す
。

｢海開き」…夏到来

7月17日（土）

I

‐

”巽言雪､:- 、 :蕊表
鑿墓…~一瞬点－1墜諺慧蒸蕊 蕊霊

蕊鑑識譲溌
: ！ 自然をたいせつにし､美しいまちをつくりま
:,:で皇

蔦1． きまりを守り、明るいまちをつくりましょう

: ] 礼儀を正しくしうるおいのあるまちをつく‘
蔦 1．元気で働き、豊かなまちをつくりましょう。

; ' 思いやりのある､あたたかいまちをつくりま
箪

蕊溌蕊蕊溌蕊蕊蕊
難

謙

劇
: f

郡

詐
壼
添
望

鑿鍵豊 篝蕊謬蕊嚢騨謹黛彰零彰郵ﾐ鍵霊鑿蕊隻
謡

竺

呈 蕊塞
馨
一 津

堅

蕊蕊 鑿舞嘩
竺
覗

毒
琴

蕊霧鱗;溌

議騨鍵》

重
諺 ー

牽存了亙承 竺
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瀞"
盆23－7174

［開館時間］
9:30～17:50

◇自由研究◇
ガイド （学ぼう！遊ぼう！調べよう！ ）

子供映画会8月14日(土) 14: 30~

「幽霊屋敷」

「とべないほたる」

おりがみ教室8月21日(土) 14:30~

「せみ」「あさがお」

「おっとせい」「ねつききゅう」

おはなし会’ 8月28日(土) 14:30~

絵本 「10ぴきのかえるうみへいく」

紙芝居「天からの贈りもの」

ﾈﾙｼｱﾀｰ「ポンタのお手紙」

図書寄贈｜ 西澤惠美子さん（秋山）

金園社

成文堂新光社

・小学生自由研究アイデア集

・自由研究小学校1～6年生

（各学年ごと別冊）

・自由研究図鑑

・自由研究入門

・自由研究発明とくふう

（小学152. 3年生）

（小学45 6年生）

・自由研究わくわく探検大図鑑

・身近な環境調べ

・自由研究エレクトロニスクスエ作

“(小学1 2年生） （小学3．4年生）

（小学5－ 6年生）

℃工作のコツ絵事典:

・親と子の科学の冒険

図書の検索は図書館ホームページで亡●

アドレスhttp://www. jsdi ･or

福音館

学研

成文堂新光社

小学館

オーム社

成文堂新光社
図書館カレンダー●は休館日

日月火水木金土

1②3456 7

8 8⑨10 11 12 13 14

月蝋I蝿柵
29⑳31

日月火水木金土

1 2 34

9 5 7 89 10 11

月 |柵脇錨
⑳⑳282930

PHP研究所

日本経済新聞社

ー

jp/~taka-1ib/

１山レマ譲縛蕊艤》篝議蕊震溌織函蕊雅轆難癖鱗壌篝雲簔》離撚鍵零篝蕊露霧癖鶴識蕊一幸。．一》嶋》邦』
グ
経
験
や
技
術
を
生
か
し
て
、
も
の
作
り
で
活
躍

ア
し
て
い
る
同
グ
ル
ー
プ
が
、
図
書
館
の
本
棚
を
作

イ
成
し
ま
し
た
．
長
さ
一
八
○
セ
ン
チ
の
も
の
で
、

一
プ
既
存
の
本
棚
の
上
に
二
段
分
重
ね
た
も
の
．
ベ
ニ

ン
ャ
板
な
ど
の
材
料
で
一
○
個
分
を
作
成
し
ま
し
た
．

一
フ
六
月
三
○
日
（
水
）
か
ら
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ボ
（
写
真
右
）

蹴
訓
峠
惟
嘩
唾
乱
心
討
庇
掛
睦
王
寺
祢
崎
》
い
ぶ
》

舩
学
校
、
公
共
施
設
等
に
配
付
す
る
活
動
は
、
今
年

中
悪
繩
製
鑑
叫
齪
偏
河
端

（
写
真
左
）

プがもの作りで活躍ー

｢賛同者訓を発行
マイバック推奨推進ネットワーク七

月
一
日
（
木
）
、
市
役
所
を
訪
れ
た
マ

イ
バ
ッ
ク
推
奨
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、

「
賛
同
者
証
」
の
第
一
号
を
岩
倉
市
長
に
発

行
し
ま
し
た
．
こ
の
「
賛
同
者
証
」
は
、
こ

れ
を
市
内
ス
ー
パ
ー
で
提
示
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
レ
ジ
袋
が
必
要
な
い
こ
と
を
自
己
表
示
す

る
も
の
。
大
き
さ
は
名
刺
大
で
緑
色
は
「
環

境
へ
の
や
さ
し
さ
」
を
表
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
通
し
番
号
を
付
け
て
発
行
し
、
運

動
の
輪
を
広
げ
て
い
く
考
え
で
す
。

岩倉市長(左） とネットワーク代表

沢みのりさん(右）

年i
ニゴニユ

Jh，､
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▼
内
容
標
語
▼
対
象
者
ど
な
た
で
も

応
臺
で
き
ま
す
．
▼
応
募
規
定
官
製
は
が

き
又
は
、
は
が
き
大
の
用
紙
１
枚
に
作
品
１

点
、
応
募
点
数
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
▼

▼
日
時
８
月
刀
曰
く
金
）
午
後
１
時
訓
分
か

ら
３
時
卯
分
ま
で
。
▼
場
所
市
役
所
の
市

民
相
談
室
。
▼
相
談
員
茨
城
県
弁
護
士
会

所
属
の
弁
護
士
渡
邉
昭
先
生
。
▼
定
員

６
人
〈
先
言
順
）
。
＊
相
談
時
間
は
一
人
加
分

程
度
。
▼
申
込
８
月
別
曰
く
火
一
の
午
前
８

時
鋤
分
か
ら
電
話
で
申
し
込
み
。
＊
こ
の
時

間
前
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。
▼
問
合
せ
秘

書
課
狂
羽
１
７
３
２
０

無
料
法
律
相
談
の
相
談
者

下
水
道
促
進
週
間
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品

垂
蟇
口
Ｅ
集
協

情報
Ｘ

鳥
』

軌
可
抽

● ●

市
で
は
、
職
員
の
採
用
に
関
し
、
公
正
性

や
透
明
性
を
高
め
る
た
め
二
局
萩
市
職
員
の

採
用
に
閨
す
る
規
則
」
を
制
定
し
、
「
高
萩

市
職
員
採
用
試
験
委
員
会
」
を
置
く
こ
と
と

し
ま
し
た
。

▼
募
集
対
象
平
成
相
年
４
月
１
日
現
在
、

満
加
歳
以
上
で
、
現
職
の
国
家
公
務
員
及
び

地
方
公
務
員
等
の
公
の
職
以
外
の
人
．
ま
た
、

土
・
日
曜
日
を
含
み
委
員
会
及
び
試
験
の
実

施
等
の
た
め
、
年
５
日
程
度
出
席
で
き
る
人
。

▼
募
集
人
員
２
名
。
▼
任
期
平
成
何
年

３
月
訓
日
ま
で
。
▼
職
務
内
容
職
員
採
用

基
準
の
制
定
や
、
試
験
問
題
及
び
採
点
、
そ

の
他
試
験
及
び
選
者
に
閨
す
る
事
務
な
ど
。

▼
応
募
方
法
応
募
申
請
書
に
所
定
の
事
項

を
記
入
の
う
え
職
員
課
ま
で
持
参
か
郵
送
で
。

※
申
請
書
は
学
校
・
幼
稚
園
を
除
く
市
役
所

や
公
民
館
な
ど
の
窓
□
で
交
付
し
ま
す
。
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

能
で
す
。
▼
締
切
８
月
別
曰
く
金
）
※
郵
送

の
場
合
は
当
日
消
印
有
効
。
▼
選
考
方
法

本
市
職
員
の
職
員
採
用
試
験
委
員
の
合
議
に

よ
り
選
者
を
行
い
決
定
し
ま
す
。
結
果
は
応

募
者
全
員
に
文
書
に
よ
り
通
知
し
ま
す
。
▼

応
募
・
問
合
せ
職
員
課
盆
四
１
７
３
２
０

締
切
９
月
８
日
（
水
）
。
▼
入
選
作
品
の
発

表
下
水
道
組
合
は
枢
月
中
旬
。
茨
城
県
は

川
月
頃
の
予
定
。
▼
問
合
せ
・
応
募
先
日

立
・
高
萩
・
十
王
広
域
下
水
道
組
合
工
務

課
排
水
設
備
係
狂
駆
１
５
５
９
６

職
員
採
用
試
験
委
員
会
の
委
員

コユ

▼
日
時
９
月
抑
曰
く
火
）
、
別
日
〈
火
）
、
羽

日
〈
火
）
、
仰
月
５
日
〈
火
）
、
枢
日
〈
火
）
の
午

前
相
時
～
川
時
妬
分
ま
で
。
▼
会
場
高
萩

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
の
会
議
室
３
。

▼
募
集
人
員
加
名
。
▼
講
師
茨
城
県
立

図
書
館
講
師
佐
藤
淑
子
氏
。
▼
内
容
朗

読
の
基
本
や
心
得
、
読
み
方
の
実
技
。
▼
参

加
費
無
料
。
▼
申
込
８
月
訓
曰
く
火
）
ま

で
に
電
話
で
申
し
込
み
。
▼
申
込
・
問
合
せ

高
萩
市
社
会
福
祉
協
議
会
狂
泌
１
８
３
４
１

朗
読
初
級
講
座

”雁1Zf必云 β塵::| :I
=＝

国民健康保険に加入している人で、一般ドック・脳ドックの受診

者に対して補助を行います｡なお､補助の申込みはどちらか一方です。

シ対象者前年度までの国民健康保険税を完納した世帯で、今年の

4月1日現在30歳以上70歳未満の人｡ただし､老人保健法による医療

受給者や現在医師の治療を受けている人､妊娠中の人は除きます。

し申込方法8月23日(月)から9月3日(金)までに、被保険者証

（保険証)と印かんを持参のうえ、保険医療課へ申し込み。

＊定員になり次第締め切ります。

伝その他受診の対象となった人には、受診補助決定通知書を9月

中旬ごろまでに送付する予定です。

し実施病院と受診料等

一

議鱸識
実施病皖

受診 〆料

‘ ‐易″ ． ‘ 室 、

自己負担額

I 、

雷 ：:'
戻施;期間

･ 言･互蕊

検査所要時間

募集人一員

繍識鯛 熱』蝋熱線〃為I
聖麗メモリアル病院(日立市）

35,000円

灘;職昆#",X"
聖麗メモリアル病院(日立市）

平
成
何
年
４
月
１
日
採
用
の
高
萩
市
職
員

採
用
試
験
を
、
加
月
何
日
（
日
）
に
実
施
す
る

予
定
で
す
。
採
用
予
定
人
数
、
予
定
職
種
及

び
募
集
要
項
等
は
、
今
し
ば
ら
く
お
待
ち
く

だ
さ
い
．
な
お
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
報
９
月
号
及
び
９
月
６
日
以
降
の
高
萩
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
職
員
課
盆
四
１
７
３
２
０

認
、
Ｉ
』
、
恥
Ｊ
』
尋
列
」
お
口
鷺
蜘
》

やすらぎの丘温泉病院高萩協同病院

37,640円 37,800円

12,640円 12,800円

平
成
帽
年
度
高
萩
市
職
員
採
用
試
験

約2時間30分

50人90人 私
恥
蝿
濁
、

レ問合せ保険医療課盆23－21 17

10

日(金)～平成17年3月31日(木）

･日曜日・休日を除く

約2時間



▼
日
時
８
月
相
曰
く
日
）
。
［
高
萩
灯
ろ
う

流
し
］
午
後
６
時
か
ら
。
［
花
火
大
会
］
午
後

６
時
妬
分
か
ら
。
▼
場
所
高
萩
海
岸
・
関

根
川
河
□
。
※
駐
車
場
は
、
東
小
学
校
校
庭

と
有
明
海
岸
駐
車
場
。
▼
問
合
せ
高
萩
市

観
光
協
〈
’
三
商
工
観
光
課
内
）
狂
羽
１
７
３
１

６
高
萩
市
商
工
会
狂
塑
１
２
５
０
１

第
塞
回
高
萩
花
火
大
会
と
灯
ろ
う
流
し
》
特
別
児
菫
扶
養
手
当
制
度

平成16年度危険物取扱者試験実施について
|試験（甲・乙・丙種とも）

し日時 10月24B(日)。シ場所茨城大学工学部。惨願書受付期日と場所①9月

6日(月)午前9時30分から午後3時30分までに、県中小企業福祉センター(日立市)へ。

i②直接試験センターあてに申し込む場合は、 9月6日(月)から9月13日(月)までに財

消防試験研究センター(水戸市笠原町978-25)まで、郵送または窓ロへ持参して下さい。

’し試験手数料甲種: 5,000円､乙種: 3,400円､丙橦:2,700円。

準備講習会＊受講料欄の（ ）は非会員

甲種 乙種

9月13日（月） 。 14日(火） 9月8日（水） ・9日（木）

茨城県開発公社ビル(水戸市） 日立地区産業支援センター(日立市）

9月6日(月)に県中小企業福祉センター(日立市)へ｡ (時間は9:30～15:30）

11,000円(14,000円) | 10,000円(13,000円）

期日

場所

申込

受講料

｜

’
レ問合せ危険物安全協会事務局(高萩市十王町事務組合消防本部内）狂22－2919

特
別
児
菫
扶
壹
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人

は
、
毎
年
支
給
要
件
を
確
認
す
る
た
め
所
得

状
況
届
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

所
得
状
況
届
の
用
紙
を
８
月
上
旬
に
送
付
し

ま
す
の
で
、
８
月
刀
曰
く
金
一
ま
で
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

［
受
給
資
格
］
精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害
の

あ
る
加
歳
未
満
の
児
菫
を
家
庭
に
お
い
て
監

護
し
て
い
る
父
も
し
く
は
母
、
ま
た
は
父
母

に
か
わ
っ
て
児
菫
を
寶
育
し
て
い
る
人
に
支

給
さ
れ
ま
す
。
［
手
当
対
象
児
童
・
支
給
月

額
］
国
幽
同
山
幽
月
額
５
０
，
９
０
０
円
。

身
体
障
害
者
手
帳
の
判
定
が
１
．
２
級
程
度

の
人
お
よ
び
、
療
育
手
帳
の
判
定
が
Ａ
以
上

の
知
的
障
害
者
ま
た
は
同
程
度
の
精
神
障
害

者
。
匡
幽
日
鬮
幽
月
額
３
３
，
９
０
０
円
。

身
体
障
害
者
手
帳
の
判
定
が
３
級
程
度
の
人

お
よ
び
、
療
育
手
帳
の
判
定
が
Ｂ
程
度
の
知

的
障
害
者
ま
た
は
、
同
程
度
の
精
神
障
害
者
。

※
手
当
額
は
平
成
相
年
度
４
月
分
か
ら
変
更

に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の
手
当
は
申
請

し
な
け
れ
ば
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
▼
問
合
せ
社
会
福
祉
課
狂
四
Ｉ

７
０
３
０

▼
日
時
８
月
別
曰
く
土
）
と
〃
日
（
日
）
。
四

日
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
。
迦
日

は
午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
。
▼
場
所

文
化
会
館
。
▼
内
容
市
内
の
小
・
中
学
校

第
Ｓ
ロ
高
萩
市
統
計
グ
ラ
フ
作
品
展

ヨゴ

●

の
児
菫
生
徒
の
み
な
さ
ん
が
製
作
し
た
統
計

グ
ラ
フ
の
作
品
を
展
示
。
▼
問
合
せ
高
萩

市
統
計
協
会
事
務
局
〈
総
務
課
内
）
狂
羽
２

１
１
９

児
菫
扶
寶
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、

毎
年
支
給
要
件
を
確
認
す
る
た
め
現
況
届
を

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
届
を

提
出
し
な
い
と
、
受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
８

月
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
所
得

制
限
に
よ
り
手
当
の
支
給
が
停
止
さ
れ
て
い

る
人
も
必
ず
届
を
提
出
し
て
下
さ
い
。
な
お
、

現
況
届
の
用
紙
に
つ
い
て
は
、
８
月
上
旬
に

送
付
し
ま
す
。

［
児
童
扶
寶
手
当
と
は
］
父
母
の
離
婚
な
ど

に
よ
り
、
父
と
生
計
を
と
も
に
し
て
い
な
い

児
菫
の
母
、
あ
る
い
は
母
に
代
わ
っ
て
そ
の

児
菫
を
壹
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
る
手

当
で
す
。
［
支
給
の
対
象
者
］
日
本
国
内
に

住
所
を
有
し
、
支
給
対
象
児
菫
を
監
護
し
て

纒
文
時
代
の
壹
料
展
「
’
’
’
○
○
○
年
前

の
高
萩
§
縄
文
時
代
を
た
ず
ね
て
５
」

高
萩
市
上
手
綱
の
小
湯
遺
跡
か
ら
出
土
し

た
つ
ぼ
や
皿
、
や
じ
り
、
土
偶
な
ど
を
展
示

し
て
い
ま
す
。
▼
日
時
開
催
中
～
扣
月
訓

日
〈
日
）
ま
で
。
▼
場
所
歴
史
民
俗
資
料
館
。

▼
入
場
料
無
料
。
▼
問
合
せ
生
涯
学
習

課
狂
羽
ｌ
ｌ
ｌ
３
２

児
童
扶
壹
手
当
の
現
況
届
き
忘
れ
ず
に

ー

常
磐
道
日
立
南
太
田
；
北
茨
城
区
間

の
高
速
道
路
料
金
を
割
り
引
き
ま
す

国
道
６
号
線
な
ど
、
市
内
の
交
通
混
雑
緩

和
や
沿
道
環
境
の
改
善
な
ど
を
確
か
め
、
施

策
に
反
映
す
る
の
が
目
的
で
す
。

▼
割
引
期
間
今
年
の
秋
頃
か
ら
、
約
３
ヶ

月
間
の
予
定
で
実
施
し
ま
す
。
▼
割
引
対
象

車
種
自
動
車
全
車
種
が
対
象
。
▼
割
引
区

間
日
立
南
太
田
、
日
立
中
央
、
日
立
北
、

高
萩
、
北
茨
城
の
５
つ
の
イ
ン
タ
ー
チ
エ
ン

ジ
相
互
間
の
利
用
に
限
り
ま
す
。
▼
割
引
率

３
割
引
及
び
５
割
引
の
予
定
。
※
実
験
期
間

中
に
割
引
率
を
変
更
す
る
予
定
で
す
。
▼
詳

細
・
問
合
せ
日
立
地
区
常
磐
自
動
車
道
社

会
実
験
推
進
協
議
会
一
日
立
市
役
所
都
市
政

策
課
内
）
狂
０
２
９
４
１
皿
１
３
１
１
１
（
内

線
２
７
０
）

い
る
母
、
ま
た
は
壹
育
し
て
い
る
人
。
た
だ

し
、
老
齢
福
祉
年
金
以
外
の
公
的
年
金
受
給

者
は
除
か
れ
ま
す
。
［
手
当
月
額
］
児
菫
の

数
に
応
じ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
所

得
に
よ
り
手
当
額
の
一
部
又
は
全
部
の
支
給

が
制
限
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
｜
人

４
１
，
８
８
０
円
。
二
人
４
６
，
８
８
０

円
。
三
人
４
９
，
８
８
０
円
。
※
三
人
目

以
降
は
３
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
ず
つ
加
算
さ
れ
ま
す
。

口
く
く
ｉ

な
お
、
こ
の
手
当
は
受
給
資
格
が
あ
っ
て
も

口
請
求
し
な
い
限
り
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
▼
現
況
届
の
提
出
期
限

８
月
別
日
〈
火
）
。
▼
問
合
せ
市
民
課
狂
羽
Ｉ

２
１
１
６
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繍〆 ■報Ⅱ
謹冨

溺鍵瀞
％ (綿

ゞ近代の水墨画一墨色の魅力一
言辱

セイホウ

富岡鉄斎、横山大観竹内栖鳳川
キ・ヨクドウ セイソン

合干堂、前田胄邨、横山操加山又造、
カ ホアキラ

下保昭ら34人の画家が生み出す睾と水

の小宇宙(富山県水睾美術館所蔵）

○会期開催中～8月22日（日）の午

前9時30分から午後5時

○会場茨城県天心記念五浦美術館

○入館料一般600円、高大生400円、

小中生200円

●問合せ茨城県天心記念五浦美術館

恋46－5311

､蛾

二甲種防火管理者資格取得講習会
塞

○日時9月14日(火)と15日（水）

○場所水戸市民会館(水戸市中央1－

4 1 ）

○定員 100名

○受講料6, 000円(テキスト含む）

○申込 8月9日（月）から9月8日

（水）までに受講料を添えて(社)茨

城県消防設備協会(〒310-0063水戸

市五軒町1－4－19)あて申し込み

●問合せ高萩市・十王町事務組合消

防本部予防課容22-2918

＃蝋

:あかね絵手紙クラブ展
蓬ゞ

○日時 9月1日(水)～30日(木)午前

9時から午後6時30分まで

○場所みよし手綱店

○内容松岡地区公民館自主クラブ

の絵手紙作品展

●問合せ松浦立子さん冠24-3762

蕊創業講座の受講生募集

{鑿.○日時 10月9日(土)、 17日（日）、

11月21日（日）、 28日（日）の4回

○場所北茨城市商工会館(予定）

○募集人数 10名(参加資格審査有）

○受講料無料

○内容独立開業予定者や後継者を対
T一一一へ…

象とした講座（講師：三科公孝氏）

○申込締切8月31日（火）

●申込・問合せ高萩市商工会

恋22-2501

gf学どもホットライン」
篝‐

県教育委員会では、 18歳までの小学

生・中学生・高校生などの皆さんが、

悩みや心配ごとについて気軽に相談で

きるよう、子ども專用の電話相談「子

どもホットライン」を設置しています。

○日時年末･年始の3日間を除く毎

日、午前9時～深夜0時まで

○子どもホットライン容029-221-8181

※秘密は厳守しますので安心してご

相談ください

●問合せ県教育庁義務教育課生徒指

導推進班容029-301-5229

ー

横山大観《雨後之山》昭和16年(1941）

;感北茨城養護学校の体験入学説明会

謹○ 日時 8月27日（金）午前9時15分

～11時30分

○場所北茨城養護学校多目的教室

○対象者平成17年4月に就学予定で、

心身に障害を持つ児童とその保護者

○内容教育内容についての紹介や施

設見学など

●問合せ北茨城養護学校盃43-2622

平繍年度グﾘｰﾝ.ﾂｰﾘズﾑ
:』インストラクター育成スクール開講

蓬”さまざまな自然体験活動等の実践的

な指導が出来る「体験指導者」を育成

するため、スクールを開講します。

○日時 10月26日(火)～29日（金）

○会場マウントあかね(北茨城市華

川町小豆畑2747）

○受講資格満18歳以上でグリーン・

ツーリズムについての認識があり活

動を行っている人

○受講料30,000円

○募集人数25名程度

○申込申込用紙に必要事項を記入の

うえ、写真2枚を添付して申し込み

○申込・問合せ （鋤グリーンふるさと

振興機構(〒313-0014常陸太田市木

崎二町937-10) 50294-72-2266

URL : http://www・greenful.jp

全鱗中国語ｽｰﾁｺﾝﾃｽﾄ
鍵2回茨城県大会出場者募集
○日時9月12日（日）午前10時開会

○会場茨城県立図書館視聴覚ホール

（水戸市三の丸1-5-38）

○コンテスト種目(題材、内容自由）

①朗読部門②暗唱部門③基礎部門④

一般部門(各3～5分の時間制限有）

○申込出場申込書に必要事項を記入

のうえ､8月10日(火)までに申込み

●申込。問合せ茨城県日中友好協会

事務局窓029-224-1169

、噛

簿いばらき結婚相談センター
鵜蟻ボ

あなたのパートナー選びをお手伝い

します。結婚をのぞむ独身者であれは

どなたでも入会できます。入会手続き

は完全予約制です。まずは電話でご相

談ください。

○相談日年末・年始を除く毎日、午

前9時～午後5時

●問合せいばらき結婚県北相談セン

ター吾0294-37-3096

ー

ゞ鵬ﾄﾗブﾙの相談は労働局へ
謹三

労働局では、解雇配置転換賃下

げ、セクハラ等の個別労働関係紛争解

決のため、労働問題への專門性が高い

援助を無料で提供しています。

窓口となるのは、茨城労働局総務部

企画室及び県内労働基準監督署内の総

合労働相談コーナーで、労働問題に関

するあらゆる分野の相談を受け付けて

います。

●問合せ茨城労働局総務部企画室

召029-224-6212

薯意鍾懲 ､勢電嘩鐸
津

ありがとうございました

※社会福祉協議会へ

. （故)緑川とくさん(有明町）

50,000円

･県北地区ダンススポーツ連盟

20, 000円

･鈴木洋一さん(下手綱) 100, 000円

･金木秀鳳カラオケ会 30, 000円

･大部秀也さん(中戸川) 500, 000円

ソへ

鱒鞭関東電気保安協会
http:"wwwkdh.o1..lp
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… 罐霊隙瘻識榊:…驚鐸
第24回市呂総合仙盲大会兼

'一棗亘5回市呂ﾃﾆｽ大会の参加者壽票丁~、
□ときダブルス 9月12日旧）

シングルス 10月24日（日）

□ところ高浜運動広場テニスコート

ロ参加料ダブルス 1組 1 , 200円

シングルス 1人 600円

（ダンロップフォトイエロー1缶持参）

口参加資格市内在住・在勤。在学・協会加入者

口申込ダブルスは8月28日（土) 、 シングルス

は10月2日（土)までに勤労青少年ホー

ム窓口へ申し込んでください。

口問合せ高萩市テニス協会小野光一さん

窓24－2021

スポーツ振興課からの
お知らせ吾23-7036スポーツ

スポ ツの結果(敬称略）

■平成16年度スポーツ少年団春季親善野球大会

□とき 6月26日{土） ・ 27日旧）

□ところ市営野球場

口参加チーム 5チーム

一ノ、

■第22回さわやか杯家庭婦人バレーボール高萩大会

□とき 7月4日旧） 口参加チームA･ B各12チーム

畷ﾙﾙ高尉萩工業熟高校
二 オ

萩 愛 好

わ や

山 ク ラ

市民;体:育；館銭
一
勝

勝 畷

ブロック

侵

準優

BA

一人

成

Ｊ

ミ

沢 ク ラ

ホ ク

キ イ ー グ ル

ン
会
か
ブ

ブ

ス

ス

ユ

高

さ

塙

ー

蔦;． 』 小 グ

位 ミ ズ キ イ － グ

位 駒 木 原 愛 好

第
一
第

Ｑ
Ｊ

ｎ
ｏ

今
云

■第51回高萩薑察署管内防犯青少年柔剣道大会（※入賞は市内のみ）

□とき 7月4日旧） □ところ高萩中学校体育館・武道館

ロ参加者柔道の部: 12団体･240名剣道の部: 17団体･ 315名

【柔道】 《団体の部》 ［中学生男子：第3位]高萩中学校、 ［小学生男子:優勝]高萩市柔道スポ少A、 ［小学

生女子：優勝]高萩市柔道スボ少A、 《個人の部》 [小学1～3年生；優勝]大槻真司、 ［同：準優勝]野地

亘、 ［同：第3位]菊地亮太、 ［小学6年生：準優勝]富田将樹、 ［同：第3位]吉田一徳、 ［中学1年生：準

優勝]水野仁史、 ［小学女子1～3年生：優勝]福田晴香、 I同：準優勝]菅野美智、 ［小学女子4～6年生：

優勝]根本美沙希、 【同：準優勝]坂本茉美、 ［同：第3位]小口理沙

【剣道】 《団体の部》［一般男子:優勝]高萩高校A、 ［同：第3位]高萩OB軍団、 ［一般女子：準優勝]松丘高

校、 ［同：第3位]高萩高校、 ［中学生男子：準優勝]高萩中学校A， 《個人の部》 ［小学3 ． 4年生：準優

勝]車拓弥、 ［一般男子：準優勝]小室清史､［同：第3位]北畠佑典I-F般女子：優勝]鈴木雅恵、 ［同：準

優勝]甲高佳織、 ［同：第3位]川崎有紗 ー

，.………‘第32回
：

：島萩ドリームズ
：
5 JA茨城ひたち
：
・高萩コムラーズ
：
● 匿 、ノ キ デ

。 L一 一／ 十 〆へ
●

：高萩畏工会
●

： ワイルドギ ス

§ オール松原
：
・ B U R S T
：

：高 萩 会
●

： メンズクラズ高浜
●

：本町萩反会
●

：高萩レンジャーズ
：
・ アフターファイブ
：

：高萩ニッカン㈱
●

: M A C
●

: TakahagiK2

高萩市晨師争奪軟式野球大会組合せ表 8月29日～9月19日(雨天順延) ．..........．

エ ンゼルス

千 奈

助川電気工業㈱

チームむりやり

ク ガ ー ズ

山之内製薬

ワイルドシャークス

伝 説

NEWYANKEES

パチンカ ヲ／、

アスレティックス

ファイナル･ダーク・ホ ス

アドベンチャーズ

DA I KE N

千代田クラブ

高萩CATS ・ EYE

１
２
３
４
５
６
７
８
９
旧
制
担
旧
料
旧
帽

７
８
９
０
１
２
３
４
５
６

１
１
１
２
２
つ
－
２
２
２
２

戚謡霞”
8/29A

難９8/29A1 ００制Ｄ調

ｍ

Ｉ
２
８
１
引
翠１ノ９Ｊ9/12A9:00

峠
卿
吟

加
Ａ
銅

ノ

８
８
２
２

１
５
１

９
９

Ａ
別
ＡＩ

8/29，12:30

’
9/5B10:30

計8/29，14:00
９
０
川
２
９
１ 0 9/119/199/19A9:00 A10:30

8/29C9:30ﾄー
9/5A12:00

8/29C11:001
9/12A10:30

8/29C12:30ﾄｰ司

8/29B9:30

9/5B12:00
〆)ア
ニI

目8/29B11;

８
９
０
１
－
２

２
２
３
３
３

9/12A13:30

０

０

３
０
２
４

１

１

Ｂ
釦
Ｂ

９
３
９

２
イ
ー
２

印
Ｂ
印

Ｉ
「
ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｏ
ｌ
ｌ
ゴ
ー
ｌ

｜
引
一

’9/5A

8/29C14:0

■ A高萩市営野球場
O

C高萩高校グランド■

●■凸凸角●凸血色凸■凸凸凸の●凸血■凸｡｡｡｡■■■■｡｡｡■ぬ凸｡●色色▲■■。●凸凸a▲▲＝

Bサンスボーツランド高萩 ．

D松丘高校グランド ：
■■■凸｡｡●●由●句■▲。■■■■■■●●■●凸■■■｡｡●■ぬ●｡｡●凸凸■凸凸｡α凸角●由■■由｡▲■■こ■●
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無料鰯相談
叩
Ⅷ
乢
押
Ｔ

輔
圷
い
』

リ

ー

Ⅳ

上

も

鍔､可

一
琴

一

》

一

一

『

声

Ｆ
ざ
戸

詐

圭
ざ
『

(市内に住所を有する人が対象です）

言存蔬目談 －－－－－》
齢 ¥ 桑

日時： 8月12(木) ・26日(木) 、午後

1時～3時／市民相談室／相談員：

鈴木清相談員

●秘書課宕23-7320

<二家庭児童相談(予約制） j
日時：毎週火曜日の午後1時～3

時／場所：総合福祉センター内の

相談室／児童相談所の児童福祉司・

家庭相談員

●社会福祉課盆23-7030

・撫 “ル 篭

蕊…篝

㈱
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
行
わ
れ

室
調
た
同
教
室
に
は
一
一
一
人
の
女
性
が

剛
眼
参
加
し
ま
し
た
．
爪
に
思
い
お
も

日
い
の
カ
ー
フ
フ
ル
な
マ
｜
｜
ユ
キ
ア
を

－
１

ア
月
塗
り
、
そ
の
上
に
花
柄
の
シ
ー
ル

レ
７
や
ラ
メ
を
置
い
て
い
き
ま
す
．
美

ノイ
し
く
仕
上
げ
ら
れ
た
指
先
は
ま
さ

ネ
に
ア
ー
ト
で
す
．

《補装具の巡回相談 一鴬
日時8月27日(金)午前9時～11時

30分/場所高萩市総合福祉センター

●社会福祉課盆23-7030

<_交通事故相談 〉
日時: 8月17日(火) 、午前10時～午8月17日(火) ､午前10時~午
F/場所:市役所市民相談室

璋農課合23-7031
後3時／場所:市役所市民相談室

●生活環境課合23-7031

〈心配ごと相談（予約制） ；
日時：毎週木曜日の午後1時～3

時(8月12日は休み)／場所：総合

福祉センター

＊8月26日(木)が弁護士による法

律相談日(電話予約制です）

当日の午前8時30分から受付開始

●社会福祉協議会召23-8341

K精神クリニック(予約制） 』
日時:8月1 1日(水) ･18日(水)%25

日（水＊痴呆) ･9月1日（水） 。午

後1時～3時/場所：日立保健所

●日立保健所。窓0294-22-4196；

WZここ乙両租言蒋硫薊応一驚
日時： 9月3日(金) ・午前10時～正

午ﾉ/場所：総合福祉センター内の

相談室/相談員:精神科医と保健師

●健康づくり課冠24-2121

<ス権稻談 〉
日時：毎週木曜日の午前10時～午

後3時／場所：水戸地方法務局日

立支局／相談員：人権擁護委員

●水戸地方法務局日立支局窓0294-21-2253

F渭寶至言稠譲 》

消費生活に関する苦情や相談

＊随時電話で受け付け

●消費生活センター5029-225-6445

盲導犬について学ぼう
ー

6月24日体）

秋
山
小
学
校
の
五
年
生
の
親
子

を
対
象
と
し
た
、
盲
導
犬
や
福
祉

に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
学
習
感

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
．
盲
導
犬

を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
の
講
演
や
、

二
人
一
組
に
な
っ
て
の
盲
目
体
験

な
ど
が
行
わ
れ
、
児
童
と
保
護
者

約
一
五
○
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
‘

, 』1

1

巳

こ
の
大
会
は
‐
松
岡
地
区
内
子
ど
も
会
の

交
流
を
図
る
た
め
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

↑
今
年
で
二
五
回
目
を
向
え
ま
す
。
当
日
は
一

○
団
体
の
親
子
約
三
○
○
人
が
参
加
し
て
ド
ッ

ー
ジ
ボ
ー
ル
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
練
習
の
成
果
を
競
い

な
が
ら
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
．

日日４

《
云
桐

合
口連成育

《
云もど

会
子
大
市
技
萩
球
高
部
回
支
蛎
岡
第
松この
大
会
は
‐
松
岡
地
区
内
子
ど
も
会
の

交
流
を
図
る
た
め
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

今
年
で
二
五
回
目
を
向
え
ま
す
。
当
日
は
一

○
団
体
の
親
子
約
三
○
○
人
が
参
加
し
て
ド
ッ

ジ
ボ
ー
ル
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
練
習
の
成
果
を
競
い

な
が
ら
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
．

州
“
》

1霧
騨篭議篭霧鞠溌議域篝蕊嬢識警i蕊

’鰯溺旧旧) ･ '4日(土) ･ '5日旧) ・
‐ 16日(月)･21日(土)･22日旧)･29日旧）

、 ゞ繍霞"5日旧) ･ 11日(土) ･ 12日旧) ・ ・
19日旧)･20日(月)･23日(木)･26日旧）

圃・花貫ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ…'‘人回と世帯3
⑬ ￥蕨'…旧現ゞ
鍵瓢鮒棚）②
態17,097人(＋12）

③ ↑2,139世帯什↑8）蕊
※（ ）は前月比

ﾉ ﾔ

う
な
ぎ
を
食
べ
た
く
ら
い
で
は

体
力
が
回
復
し
な
い
ほ
ど
暑
い
日

が
続
い
て
い
ま
す
。
夏
ら
し
く
て

い
い
と
思
う
反
面
、
雨
が
少
な
い

こ
と
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

高
萩
は
水
源
地
と
し
て
豊
か
な
山

林
を
抱
え
、
水
不
足
と
は
無
縁
の

よ
う
に
思
え
ま
す
が
、
数
年
前
に

花
貫
ダ
ム
の
底
が
み
え
た
年
が
あ

り
ま
し
た
．
何
事
も
過
信
は
禁
物
、

水
を
大
切
に
：
。
。

囹

昔
、
高
萩
に
は
三
つ
の
映
画
館

が
あ
り
ま
し
た
が
、
私
が
ま
だ
小

学
生
だ
っ
た
一
九
七
○
年
代
に
は
、

近
所
に
「
ヒ
カ
リ
座
」
と
い
う
映

画
館
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
上

映
さ
れ
る
ア
ニ
メ
や
特
撮
映
画
を

見
る
の
が
楽
し
み
で
、
上
映
日
を

心
待
ち
に
し
て
い
た
も
の
で
す
。

そ
れ
に
し
て
も
、
当
時
ス
ク
リ
ー

ン
上
で
見
た
「
ゴ
ジ
ラ
」
は
本
当

に
大
き
か
っ
た
な
あ
…
。
雨
恥
幽

141



韓

1

1

“ポド＃‘
. ヤ

鋤叫

善
、
壼
遮

1

一
Ｆ
．
鼎
叫

一
一
謡
織

木

耐

さ
鑿
識
妬

零

割

Ｊ

岬

聯

一

Ｈ

【

”

一
ゞ
一
鶴
６

い
岬

；
習
峠
”
学

￥
験
“
体

恥

！

‐
の

グ
艫
ン
ゞ
チ
「
測
量
の
日
」
に
ち
な
ん
だ
体
験
学
習

＊
ツ
蕊
鯏
謡
繋
寵
縞
順
溺

オ
議
鯉
調
雛
率
蕊
鑪
謝
嘉

ゞ
獄
ウ
や
重
襄
性
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
ゞ

刈

魂

〃
鷺
謹
蝿

盛
織
‐
，

縮

土

章

琴

字

髭

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
例
会

ゞ
に
は
、
会
員
な
ど
約
四
○
名
が
出
席
．
例
会

に
続
い
て
、
㈱
常
暘
産
業
研
究
所
の
榎
本

興
助
さ
ん
を
講
師
に
「
よ
く
わ
か
る
年
金
の

し
く
み
」
と
題
し
た
講
演
が
あ
り
ま
し
た
．

1咄

中
央
公
民
館
講
座
の
「
高
萩
木
彫
ク
ラ

ブ
」
に
よ
る
刻
字
一
木
版
に
文
字
を
刻
ん

だ
作
品
一
展
が
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

↑
ロ
ビ
ー
で
開
催
さ
れ
、
会
員
に
よ
る
作
品

噸
一
一
一
五
点
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

由り

高萩親交会第81回例会で講演会第3回刻字展
7月20日(火）7月3日(土)～12日(月） ー

…卓j,
｢FFF

一

｡ⅡいI1 吋〒

i嬢
詣

事

妻
亭一一~

蟻
高
萩
海
水
浴
場
特
設
コ
ー
ト
を
会
場
に
開
催

さ
れ
た
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
大
会
も
今
年
で
六
回
目
．

ゞ
御
男
子
・
女
子
・
混
合
の
三
種
目
に
市
内
外
か
ら

三
八
チ
ー
ム
、
’
二
○
名
が
参
加
し
、
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
．

､江訂､

嘩津

唇’ 癌

11， 部
幸
聖
や
垂
吾

垂I 鑿

ビーチバレーinたかはぎ
7月18日旧）

ー
1

I

叩1 1

'輔1

f隙畑4¥

'

七
月
四
日
一
旦
、
グ
リ
ー
ン
タ

ウ
ン
て
つ
な
住
宅
団
地
で
行
わ
れ

た
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ま
つ
り
に
は
、
約

一
○
○
○
人
が
訪
れ
ま
し
た
．
ひ

も
で
結
べ
る
分
に
制
限
さ
れ
て
は

い
ま
す
が
、
無
料
の
摘
み
取
り
体

験
と
心
を
い
や
す
甘
い
香
り
が
魅

力
の
こ
の
行
事
は
、
三
年
目
を
迎

え
、
年
中
行
事
に
な
り
ま
し
た
．

まちの情報をお寄せください
し市役所秘書課
E23-7320 FAX24-4653

電子メールアドレス hisho@city.takahagi.ibaraki.jp

市政案内(日曜緊急医療当番医など)テレフォンサービス

丑23－1 151， 23－1152

火災・災害情報案内

E24-OO19

15



一
…祗斬

夫
か
は
ぎ
の

茸 宅－－－‐
９

１

弓呈…墨
写＝M ＃戦

寺＝圭圭

薙鋳

世
紀

撒
職…鑑識

［高萩劇場(写真左)とヒカリ座(同上)葛］

当時高萩の市街地には「高萩劇場」 「ヒカリ

座」 「中央劇場」と3つの映画館がありました。
昭和25年頃から30年代までは映画ブームという

こともあり、週末は常に満員の状態でした。

高萩市制施行
#

(昭和28年～29年頃撮影）

「
、

ばく しゆう

[麦秋］ （杉内地区）

黄熟した麦穂のたなびく田園風景

には、独特の趣きがあります。俳句

では初夏を表す季語のひとつでもあ

る麦秋。麦は農地も野山もまだ新緑

の初夏に実り熱し、 6月から7月上

参露動議わい
高萩市食生活改善推進連絡会

（手綱地区）

ー

I

スモークサーモンとみょうが

のまぜ寿し

（作り方）

①米は硬めに炊く。すし酢の

調味料を混ぜ合わせておく

②炊き上がったご飯を飯台な

どにあけ、すし酢を回しか

ける。しゃもじで切るよう

に混ぜながらうちわなどで

あおぎ、手早くさます。

③きゅうり・みょうがは薄い

輪切り。きゅうりは軽く塩

もみし、吉じそは千切りに。

④すし飯に③と妙リゴマを加

え、軽く混ぜる。器に盛り

4等分|こ切ったスモ クサー

モンを彩りよく散らす。

「三パテ｣などにより食欲も

減退しがちなこの時期、食欲

を刺激しながらタン白質を取

る|こは、疲労回復|こ効果的な

レモンや梅肉、酢などをきか

せた料理が－番です｡また、し

そやみょうがなどの香味野菜

やハーブ類を上手に使って食

欲をそそるのも良いでしょう。

由

Ｊ
も
肌
畦

手綱地区のみなさん

(材料:6人分)エネルギ-250Kcalー

食材 分量 ｜
｜ 米 ・ 水 ｜各3カップ’

苛
毎
榊
酎
針
直
倣
酬
醐
時
圃
目
『
１
：
群
測
崎
諦
ｆ
ｆ
鴎
咄
騨
鰯
Ｕ
ｒ
蝿
篭
軸
昭
牌
軸
輔
踊
ｈ
Ｉ
ｊ
瑚
剛
汕
辱
僻
篭
悪
寒
群

畷日曜緊急医療当番医です〔時間〕し午官

鐙職議
1日やすらぎの丘温泉病院|下手綱l i (241 1212:5日松岡クリ二

s目奪蕊曙『偏戸1洲;Ⅱ岨同刷.. ,-戸 L－戸r一向一ノ ！ ‐墓､－、

前

錆

1日やすらぎの丘温泉病院|下手綱1

8日奪蕊曙『'高戸’
15日内田医院{大和町1

(241 1212:5日

(23131 13 :

(32)326612日

(22) 2137

8 日

9時～午後4時
引一
フ し酢

酢 80m。

↓一斗7．，

ノLCL／ L

小さじ1弱

6切れ

1と1/2本

3 個

4 枚

大さじlとl/2

…艦豊山麓遡

ニツク{下手綱) | (22) 1000
Iゆ病院(上手綱) （24)0770

クリニック|十王町l i l32)5577

｜砂蛎‘ル
スモークサーモン

き ゅ う り

み ょ う が

ゴ三

月 じ そ

妙りごま（白）

22日|石医院(東本町）

29日滝川医院|春日町）

(23) 171 1 19E
(23)3100126E

リ
ク
ク
た
萩
ば
高
た
日
日
９
６
１
２

ニック{秋山） （22)2106

リニック(高戸） ’20)551 1
夕

轆懲f胤醐)○国民健康保険税(第3期) ○市県民税(第2期）紬8 税月の

たかはぎ

: 韓謹 應
No｡534

,4I/G[ﾉIS7

○ホームページhttp://wwwcity.takahagijbarakijp ○電子メールhisho@city.takahagijbarakijp
○携帯対応版http://www.city・takahagijbarakijp/i/
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この印刷物は、古紙配合率100％
の再生紙と環境にやさしい「大豆
注」インキを使用しています。
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